
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

亀岡市立詳徳中学校 

２ 月 号 

令和６年２月１日発行 

今週末の２月３日は節分です。古来、季節の変わり目には「邪気が生じる」と信じられ
ていたため、その邪気を追い払うため、節分には豆まきをするそうです。そして、節分の
翌日は立春です。四季の始まりは立春、続いて立夏、立秋、立冬で一年が周ります。立春
は春の始まりであり、１年の始まりとされる日です。これからだんだんと春の気配が感
じられるようになりますが、「その春に向けての準備を、この３学期にして欲しい。」「そ
の準備をするために、次のような視点で考えてみてはどうか。」と３学期の始業式に以下
の話をしました。  

 
次の物の共通点は、何だと思いますか。「付箋。あえて商品名をいうと『ポストイット』」

「電子レンジ」「コカ・コーラ」これらの物の共通点には、三学期に大切にして欲しいこ
とが隠れています。実は、３つとも「失敗から生まれた発明品」なのです。  

 
●付箋「ポストイット」 
 1968 年、アメリカの化学会社・3Mが超強力接着剤の開発中に、試行錯誤の末に完
成したのは、なんとも弱々しい使い途のない接着剤だったのです。ただ、はがした後も
接着力が保たれる性質があり、本から紙のしおりが滑り落ちるのを煩わしく思ってい
る友人を見て、付箋を思いついたのです。 

 ●電子レンジ 
第二次大戦中の 1945 年、アメリカの軍需品製造会社が軍事用レーダーの実験をし

ていたとき、技術者のポケットに偶然入っていたチョコレートが溶けていました。レー

ダーの電磁波によりチョコが溶けたことに気付き、電子レンジが生まれました。 
 ●コカ・コーラ 

アメリカの禁酒法時代、お酒の代わりになる代用飲料、そしてモルヒネやアヘン中毒
の治療にも使える「薬」を開発中に、出来上がったレシピに冷たい炭酸水を入れたとこ
ろ美味しいということから誕生したのです。 

 
iPhone を発明したスティーブ・ジョブスが、こんな言葉を残しています。 

「成功と失敗の一番の違いは、途中で諦めるかどうかである。」私たちはつい、成功と失
敗を 2 択のように感じてしまいますが、発想を転換して、2 択ではなく失敗の先に成功
があると考えて欲しいと思います。途中で諦めた時は、失敗になります。続けていれば、
成功のためにチャレンジしている途中です。目標に向かっていれば、途中に必ず「失敗」
を経験します。失敗した時に、そこからどうするかが大事だと思うのです。成功か失敗か

の 2 択で考えずに、「失敗は成功の途中にあるもの。失敗したからこそ成功するためにど
うするか？」ということを考えることを大切にして欲しいと思います。 
冬休みに立てた「来年の目標」の準備に向けて、３学期には挑戦するする心を持ち続け

ましょう。そして、「失敗した」と思った時には、「成功の途中」と発想を転換して、詳徳
中学校の先生方と生徒の皆さんとで良い準備の学期にしていきましょう。                                       

 

川口 研一  



 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                             

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                           

１月 26日(金)、１年生恒例の“百人一首大会”が行われました。数人の欠席者はありましたが、

読み手の声に耳をすませ、元気に札をとる声が体育館に響きました。 

 １年生は、２学期に『小倉百人一首』を学習し、冬休みに覚え込んでいる生徒も多く、上の句が

詠み始められた時点で札をとる生徒もおり、歓声が上がる場面もありました。 

校区にお住まいで大学にお勤めの近兼さんが活動されているウクライナの子どもたちへの支援活

動で交流した子どもたちが描いた絵を、近兼さんのご厚意で詳徳中学校の生徒に見せてあげてほし

いと貸してくださいました。これらの絵はとても悲しい戦争に関わる絵ばかりで、戦争が多くの人た

ちの体や心を傷つけることが伝わってきます。世界の現状を知り、すべての人々が平和に暮らせる世

界にするために大切なことは何か、自分に何ができるのかを考える機会になりました。 

篠町在住のひとりでお住まいのご高齢の皆さまに年

賀状を送るため、全校生徒で年賀状（裏面）を作成

し、１２月下旬に生徒会ボランティア委員会がその

宛名書きに取り組みました。民生委員さんを通じて、

年賀状を届けていただきました。地域の方々にもご

覧いただくために、学校掲示板に掲示しました。 

【２月行事予定】 
１(木) １年ＰＴＡ授業参観 

２(金) ２年保津川下り講演会 

５(月) ＰＴＡ運営委員会 

    生徒会７中学校交流会 

６(火) フッ化物洗口 

 ８(木)  ＰＴＡ総会資料配布 

１０(土) 私立高校入試（～１２） 

１３(火) あいさつ運動 

１４(水) 生徒会一斉専門委員会 

公立高校前期選抜前日指導 

     ※３年生授業４ｈ後下校 

１５(木) 公立高校前期選抜（～１６） 

    ※３年生自宅学習（１５日のみ） 

１６(金) ＰＴＡ後期総会(書面審議)  

２０(火) フッ化物洗口 

２１(水) 研究授業研修 ※午前中授業 

２２(木) 公立高校前期選抜合格発表 

     ※３年生授業３ｈ後下校 

２３(金) テスト期間部活停止(～３／１) 

２７(火) フッ化物洗口 

２８(水) １・２年定期テストⅤ(～３／１) 

※感染症等の状況によりフッ化物洗口は中止する場合があります。 

各種大会・コンクール等受賞者 
◎人権擁護啓発ポスターコンクール 

佳作 玉川友萌 

 

◎ＪＡ共済京都府小中学生書道コンクール 

半紙の部 銅賞 田原咲良 

 

◎青少年読書感想文コンクール 

 優秀賞 並河里咲 

 

◎亀岡市明るい選挙啓発標語 

 入賞 梶田晃輝 曽根明璃 中村穂美 金谷春弥 

柴田大雅 服部恵奈 木曽真緒 木村歩睦 

 佳作 水谷福志 弥田和奏 山口心月 田中澄晴 

田村悠貴 西山勇人 吉田光花  

  

◎市七中学校書き初め展出展 

  松尾陽斗 上原大輝 新宮乃綾 田原咲良 

 久次米航汰 石丸琴子 

 前田薗香 坂井桃萌 山中蓮斗 髙田初菜 

 永本快飛 

山口悠太郎 栗山萌心 浦松美月 中谷颯介 
樋口さくら 高㟢馨 

←駐日ウクライナ大使からの 

メッセージ 


